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『ザクセン宝鑑』に見られる表現技法
一中高ドイツ語叙事作品との比較から－
その2否定表現について
武市修
l.はじめに
前稿では、 『ザクセン宝鑑』Deγ肋c/ise"Spiege/の序文に見られる表現
の特徴を中高ドイツ語作品の用例と比較して、主として除外文、縮約形、
曲言法、不定代名詞について検証した。本稿では、同作品'に見られる
否定表現について見てみよう。
日本語の「私はあなたにそんなことはしないように忠告します」は今
日のドイツ語では“た力wj"ｾ"α花肋"e","sz〃畑".99、 「彼は私にその本を
買わないように言った」は“〃γ蹴加かα6,"sB"chz"如峡"."でぬs
"jC"z〃加卯や伽B"c〃〃c〃z"加唯〃は誤りだとされる。ところが中高
ドイツ語の諸作品ではこのような表現の場合、ふつう次の例のように、
否定が加えられる（下線は筆者、以下同様)。
l)ouchenwartdanihtvergezzen
wirnhetenallesdesdiekraff
dazmandaheizetwirtschaft.(Iw.364-66)
また、そこにはおもてなしと呼ばれるものがすべて
たっぷり我々に用意されることが
忘れられてはいませんでした。
上例の最初の2行は今日のドイツ語では、ふつう“α"cルwar血加c〃
yembs伽脱“βw"vo〃α"e庇加伽eFY"ﾉe〃α"e"”のように従属文には否
1本稿でも、取り敢えず序文の部分のみを考察の対象とする。
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定は現われない2．ところが中高ドイツ語の文中には2行目wirnのn(ne
の語尾が欠けた形）のように、今日の語感からすると不要に思われる否
定辞ないし否定語が頻繁に見られる。その他、上例の1行目のe、と
nihtのように同一文内に否定が重複して現われる現象も多く、その場合
二重否定が相殺されて肯定になることはない。このように、中高ドイツ
語の否定表現は今日のドイツ語と異なるところが非常に多い。そこで先
ず、本稿の本題に入る前に、中高ドイツ語の否定表現全般について概観
しておこう3．
2． 中高ドイツに見られる否定表現
古高ドイツ語では否定はゴート語と同じく否定辞niで表わされたが、
10世紀頃から弱化して、eとなり、これが前後の語と前接したり後接し
たりして融合形として用いられるようになる。それとともに、元来はni
および､eと名詞wihtが融合して作られたnihtが否定の強調のために付
け加えられるようになり、やがてnihtと、eの組合せがふつうになる。
そしてnihtと並んで、否定辞と代名詞や副詞の融合形であるnieman,
nie,niemerlniender,niergenなどの他の否定語も用いられるようになる。
そして遂には元来否定の強調として添えられたnihtなどが単独で用い
られ､eは消えてしまうことになる4。もっともこの現象は決して直線的
に進んだのではなく、とくに中高ドイツ語の文学では、詩人たちはスムー
ズな流れの詩行が行末で韻を踏む韻律形式を守りつつ、彼らの美的世界
を描き出すのにさまざまな表現の可能性を駆使した。
中高ドイツ語ではneとenの二つの否定辞があり、原則としてneは
直前の語と前接し、 enは直後の語と後接して続け書ききれる。このne
2Vgl.Paul/Mitzka,@340.
3以下の叙述はHermannPaul:雌"gﾉﾙoc〃昨"応cheGM加加α"k,25.AuH.[=Prell];19.
Aufl.[=Paul/Mitzka]およびG.F.Benecke/WMiiller/EZarncke,MM"e"iocﾙ咋卿おc力“
〃り'忽花r6"ch[=BMZ]の記述を中心に、様々な刊本の例も参照しながら筆者がま
とめたものである。
4ただし、この、eは今日でも低地ラインの民衆語には残っているということである。
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とenは単に文字が入れ換わったものではなく、歴史的に見ると5，enは
古高ドイツ語でniが次に来るistに後接・融合してnistとなった語形に
由来する。このnistがやがてスペイン語のnanoの代わりに用いられた
enanoなどの類推からenistの形としても現われ、12世紀の後半になると
このenの使用が広がる。enは母音の前だけでなく子音の前でも現われ
るようになり、 erenistやichenizzeと並んでwirenmonやnochenneic
という融合形も見られるようになり、eよりも広く用いられることになる。
一方、本来の否定辞､eの方はsinesprach,danevander,janesolなどの
ように子音で始まる語の前でのみ現われ、先行する母音で終わる語に前
接したが、時には子音で終わる語のあとでもその子音が脱落し、 ich
enweizやichenmacの代わりにineweizRainemacという融合形になる
こともあった。
2.1.否定辞のみによる否定表現
2.l.1．独立した文における場合
いわゆる話法の助動詞および'伽が不定詞や副文を伴わないで、前後
の関連から不定詞を補うことができる場合やmonが代替表現として用
いられる場合などはたいてい、否定辞単独で否定が表わされる。また、
それらの語が不定詞を伴う場合も稀に、eあるいはe､単独で否定される
こともある。いくつか例を見てみよう。
2)manhiezderboteneinenfiirKriemhildegan.
dazgescachviltougen;janetorstes'iiberlnt,(Nib.224,2f)
ー－
使者たちの一人がクリエムヒルトの前に行くよう命じられた。
それは秘密裏になされた。公にする訳にはいかなかったのだ。
3)"Nunewellegotvonhimele",sprachd6G m6t．(Nib.2105,1)
『まつぴらご免こうむります』とその時ゲールノートが言った。
4)inderwerlteistmanecman
valschundwandelbrre,
5Vgl.GrimmGm3,710-712
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dergemebiderbeware,
wandazinsinherzeenlat.(Iw.198-201)
世間には不実で信頼できない人が
多い。彼らもできれば
立派な人間になりたいのだが、
ただ心がそうきせないのです。
5)doengetorstichvragenviirbaz:(Iw.3020)
それで私は敢えてそれ以上尋ねなかった。
2）はturrenの例である。mhd.mrrenは元来過去現在動詞であり曲d.
wαg膠"の意味であるが、今日のドイツ語には残っていない。3）の
welleはwellenの接続法現在で希求法であり、「天の神がお望みになら
ないように」ということから、ここでは『ご免こうむる』という意味の
決まり文句である。 4）の例は形式的にはdaz文だが、内容的には独立
しているので、BMZにはこの個所の用例として挙げられている6｡5)
は話法の助動詞turrenに前綴りge-の付いた形で不定詞を伴っているが、
否定がenだけの例である7．
さらにwiz"enとruochenは目的語が疑問文の形で続く場合、否定辞
のみで否定されることが多い。
6)ererkandinbidemmare,
undenwestedochwererw&re.(Iw.5697f)
彼はその話を聞いてその騎士のことだと分かったが、
しかしそれが誰なのか知らなかった。
7)d6sials6stillesweic,
dazbegundimstarkeswaren,
undeenwestewiegebaren,(Iw.2250-52)
彼女がそんな風に黙っていたので、
6 BMZ,II',321b,2ff
7 ander,mere,baz,vUrbazを含む文ではwizzen,ruochenだけでなく他の動詞も否定
には、eあるいはenだけで十分であるということである。Vgl.BMZ,II',322b,49ff
4
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彼はとても心が苦しくなり
どのように振舞ったらよいのか分からなくなった。
8)sinewessen,wemzeklagenediuirvilglmzlichenser
xxIkxIX xlXxIXAI (Nib.2088,4)
彼らは自分たちの甚だしい苦しみを
誰に訴えればいいのか分からなかった。
9)sineweizvoniu,geloubetmirz,
zerwerltemerewandazirz
derritermittemlewensit.(Iw.8013-15)
あの方はあなたについて、私の話を信じていただきたいのですが、
あなたが獅子を連れた騎士であること以外には
まったく何もご存じありません。
10)ouchenruoch'ich,wazmichnidetdeskiinecEtzelenwip.
エッツェルの妃がどれほどわしを (Nib.1782,4)
憎もうと構うものか。
1l)janeruocheich,obezziimedeskiinecEtzelenwip.(Nib.1886,4)
エッツェル王の妃がそれに腹を立てようが構うものか。
12)soneruochich,istdaziemenliepoderleit:(Nib.110,2)
それが誰の喜びになろうが苦しみになろうが私にはどうでもよい。
力
6）はwizzenが間接疑問文を目的語に取る例で、過去の主文に従属す
るので、従属文の動詞が時制の一致で接続法過去w露reになっている。7)
は今日のドイツ語には見られない疑問文が縮合した例で、 Paul/Mitzka
ではこれをerenwestewieergebarensoldeとerenwestegebarenの異なっ
た構文の混合したものと説明している8． 8）はwi""enが動名詞を取る
珍しい例である。これは当該の行の下に韻律符号を示したように、 リズ
ムを整えるための苦肉の策ではないだろうか。 9）はwizzenが疑問文
でない目的語を取った例であり、 5）の例文と並んでここはmereを含
んだ文で、否定は、eだけで十分である。 10)から12)はruochenが疑
問文を目的語に取る例である。そのうち12)は間接疑問文を導く接続詞
8Vgl.Paul/Mitzka,9391
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obが省かれた稀な例である。
ところで、辞書には上で見た動詞以外にも、短い対照的な内容を対比
する表現の場合には、eあるいはenのみによって否定されるとして次の
例を挙げている。
13)ouchenistezvondenschuldensin:
ezistvondenuns&ldenmin.(Iw.4067f)
しかしそれはあの方のせいではなく
私の不運のせいなのです。
『イーヴァイン』の編者は巻末の異本参照資料(L""だ"）の中でこの
個所について"ohnist(istBD")znihMBD"auchistnit6,ez(ezencM)
istnihtEq''と異本間の異同を示し、ここではouchenistezとezistで対
照をなすようにあえてnihtを削除したと述べている9．この作品の第6版
まではこの表現が踏襲きれたが、第5版からの校訂者ヴオルフ(Ludwig
WoIfr)は第7版でこれを変更して写本に従い、ouchenistznihtvonden
schuldensin(4067)とnihtを入れている。
文法書にも述べられているように'0，厳密な本文批判を経た校訂版で
は刊本と異本参照資料を比較して調べることも必要になることがある。
このような写本の操作が適当かどうか判断の分かれるところであるが、
対照的内容を表わす個所でnihtが現われないことは編者も用例を挙げ
て説明しているとおり、中高ドイツ語文学ではよく見られる表現形式の
ようである。
2．1．2．従属文に見られる、eあるいはenのみの否定表現
nihtを伴わない従属文中で否定辞ne,enが接続法と結びついて、上位
文とのさまざまな従属関係を示す。前稿でne9enを伴う接続法による除
外文について紹介したので、ここではそれ以外の用法について確認しよ
う。先ず、上位文のanderと関連してa"eγ伽sやα必伽sの意味にな
9 ノWe加6,S.466.
10Vgl.Prell,@S143
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る例から見よう。
14)manenmacimandersnihtgejehen,
erenphlageirals6wol
alseingetriuwerbruodersol
sinerliebenswester.(Grego 296-99)
彼については、彼女に対し、
誠実な兄が愛する妹に対して
なすべき限りを尽くして優しく面倒をみた
と言うより他に言いようがない。
ノイマン(F.Neumann)はここに“腕α"肋"〃vo"i〃腕〃ic伽α"晩'℃ssqge",
伽‘“”此ル"碗sieso増だ…”と注解している''ように、今日であれば
"jC肋α"娩彩s伽としか表わせないような結びつきも、anderとne+接
続法の従属文で表わされた。なお、 enphl&geは例1)と同じように否
定の意味ではない。次の例のemの、eも同様であり、このような冗語
的な否定については次項で詳しく述べる。
さらに次の例のようにanderなしでもこのような結びつき力河能である。
この個所にバルチュ(KarlBartsch)もα"""8qls6此1βの意味であると
注を付けている'2。
15)wazweltirdazGawannumo,
embesehewazdisiumおresin？（PaIz､349,28f)
この話がどんなことなのか見てもらう以外に
あなた方はガーヴァーンに何をしてもらいたいでしょうか。
また、次の例のように先行する上位文にs6やsolchがあり、それと関連
することもある。
llVgl.F・Neumann,G"gひ"噸,Anm.zu296/97.
12Vgl.K.Bartsch(Hrsg.):恥舵α"zsvo"&che"6qc"Parzivα/灘"α万r"だ/,Anm.zu7,
359．
7
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16)irnhabetnienderselhenhelt
emlazeiuchnemenswenerwelt,
eeriudenbrunnenbewar.(Iw､2163-65)
あなたが望む方を夫にさせないで
むしろ自分であなたのために泉を守ろうとするほどの
勇士をあなたはどこにもお持ちではありません。
従属文におけるne+接続法は否定の上位文のあとで、さらに、対象
あるいは行為の性質からの影響を表わすために用いられ、新高ドイツ語
で表わすと伽s…〃c肱o〃"e…伽s,o""e…z"不定詞あるいは関係文
で表現されるような結びつきを示すことがある。
17)deheinkou伽anheteirsite,/ernverdurbedamite:(Iw.7197f)
どんな商人でも彼らのやり方をすれば必ず身を滅ぼしただろう
この例ではdeheinは否定の舵航の意味で、直訳すれば「どんな商人で
もそれによって身を滅ぼすことなしには、彼らのやり方をもたなかった
だろう」である13．ふつうこのような複合文では従属文がne+接続法で
あるが、次の例のように時に否定を伴わないこともある。
18)dazmandervremdenhartewenicvant,
sitriiegenirgesteineoderirvilherlichgewant.(N b.1324,3f)
それで異国の者たちの中には彼女から贈られた宝石や
すばらしい衣装を身に付けていない者は誰もいなかった。
13上位文のheteも従属文のverdurbeも接続法過去でクラーマー(Th.Cramer)は
H'"eei"K""α"〃〃"eMｾ"､火雰加64,Foルグ"e〃”"〃6α"k7℃〃99"αc〃と訳し、
ヴェールリ (M.Wehrli)はH"昨e"Kα”"α"〃wiesiegどﾙα"止血”w"だz"gγ"""
gごgα"ge〃と訳しているところからすると、ここは非現実の過去を表わしていると
解することができる。接続法の従属文と上位文の間には元来は時制の一致があり、
例6）のように接続法過去は元来は過去の文に従属する副文に現われたが、次第に、
過去を表わすのに今日の接続法第二式の過去も用いられるようになり、中高ドイ
ツ語期は接続法の時制についてははっきり断定できないところがある。
8
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上例の2行目は写本AとCではsinetriiegenと否定が現われているが、
B写本ではこの否定辞がない。主としてB写本に基づくバルチユの版
ではここはB以外の写本からsineを採り、文法書はそれに従って否定
辞の付いたsineの形を挙げている'4。しかし、バルチュの版を引き継い
だデ・ボーア(HelmmdeBoor)はよりB写本を重視して元の版がB
写本以外から採った個所の多くをBに戻し、 ここもsineをsiに改めて
いる。
なお、この例には上位文に明らかな否定語が見られないが、wenicが
"jc伽の意味の否定'5で、ここではdervremdenhartewenicvindenで
""”晩"F7℃加咋〃ke加e"伽咋〃の意味になる。wenecなどによるこのよ
うな否定については後にまた検討する。
本来はne+接続法の従属文であるはずなのに、否定が現われない例
をもうふたつ見てみよう。
19)niekeiserwarts6riche,derwolde abenwip,
imzamewolzeminnenderrichenkiineginnelip.(Nib.49,3f)
たとえどれほど強大な皇帝にとっても、妻を迎えようとすれば、
この富貴な王女を愛することはまことにふさわしいことだった。
20)Nuheizetmichezleren,sitichwaschensol.
ichweizmichnihts6here,chkiind ezgemewol,
私に洗濯をさせようとするのなら、 (Kudr.1056,1f)
さあ、その仕方を私に教えるようにお命じなさい。
私は自分がそれを進んですることができないほど
高い生まれでないことは心得ております。
先の例と同様、 19)の2行目z配meにもC写本では否定辞enが付き、
B写本にはそれがない。ここは元のバルチュの版でもenのないB写本
に従い、デ・ボーアはもちろんそれを踏襲している。上の例を構文に従
って訳せば、 「妻を迎えようとするいかなる皇帝でも、その富貴な王女
14Vgl.Pml/Mitzka,5339.
15V91.Ebenda,@338u.@314
9
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を愛することがまことにふさわしくないほど強大になったためしはない」
ということで、本来、否定が必要である。ところで、主文にnieを含む
このような複合文ではMd.では従属関係を逆にして訳す方がよい場合
があると、同じ文法書の個所に説明されているので、ここには上の訳を
添えた'6．
20)は『クードルン』17からの用例である。ここは、ハルトムオトに
連れ去られて結婚を迫られるが、どうしても首を縦にふらないクードル
ンがいじめられる場面のひとつである。彼女のかたくなな態度に腹をた
てた彼の母親ゲールリントはあれこれと意地悪をして彼女を苦しめ、つ
いには洗濯女の仕事までさせようとする。上の用例は、それに対してクー
ドルンが毅然として、敢えてその仕打ちを受けようとして言った言葉の
一節である。編者はこの個所に注を付け、ここはenkiindeと読むべき
で、その意味はjCh6加〃た〃soe庇/解加彫",成りβjc/ies〃た〃geγ〃〃"e〃
w伽左であるとして、 Paul/Mit水a@339を参照するよう指示している。
2.l.3.冗語的な否定
先行する上位文が否定文であったり、否定がなくとも意味上否定的な
内容を表わす場合、それをより詳しく規定する補足的な従属文が接続法
で表わされ、本稿の用例1）に挙げたように肯定的な内容であるにもか
かわらず、原則として否定辞によって否定される。ここではそのような
一見不必要に思われる冗語的な否定表現について詳しく見ていこう。先
ず、 l9zenおよび前綴りの付いたその複合語に従属する文で、
21)Derannevisch&renihtenliez
-一〃 F P
xIxツ 、ﾉ | xxIxIxA|
16そこには本来の構文である、e＋接続法の用例がいくつも挙げられており、否定
辞の付かない例はないが、筆者がこれまで読んだ中でこのような構文でありなが
ら、eのない例も時に見られ、これらの用例もそのひとつである。他にはR.v・Zweter
228,5;WGastl977f,5170などがある。
17K"〃"".Hrsg.vonK.Bartsch,neueerganzteAusgabeder5・Auilage,iiberarb itetund
eingeleitetvonK.Stackmann,Wiesbadenl980(Deutsch KlassikerdesMittelalters=
Kudr.).
10
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erentatealsinsinherrehiez.(Grego .1107f)
貧しい漁師は僧院長が彼に命ずるとおりに
することを怠らなかった。
22)sitirvonschuldenfiirhtetdadent6t
inhiunischenrichen,soldewirzdarumbelan,
wirens&henunserswester,dazw&revilUbelegetan
そなたがあのフンの国で死を恐れるのは (Nib､1462,2-4)
当然だが、そのために、 もしわしらが妹に会いに行くのを
止めれば、いかにもまずいことであろう。
23)desnistdeheinmingasterlan
ernemiiesestbestan;(Iw.6599f)
いかなる客人も彼らを相手に
戦うことを免れません。
21）は""reJ･JZzsse"の意味のlazenを定動詞とする否定された主文に従属
する副文の例であり、 ent"teのenは冗語的否定である。また、主文自
体がnihtとe、によって二重に否定されているが、もちろんこれで否定
が相殺される訳ではなく、否定の強調であろうが、あるいは行の下に韻
律を示したように、ここは行のリズムを整える必要からこの表現になっ
ているとも見られる。22）は同じ意味のlazenの縮約形l伽の例である。
ここには上位文に否定はないが、 l伽が21)と同じく 「しない、取り止
める」という否定的な内容であるため、それに従属する文が「妹に会う」
という肯定的な内容であるにもかかわらずen+接続法になっている。
2行目の後行が、定動詞が文頭に置かれた条件文で、 3行目の後行がそ
れに対する帰結文である。 3行目の前行が前の条件文に従属し、l伽の
目的語になっており、wirzのezがそれを先取りしているという構文で
ある。23）では2行目が、血d.er/tJsse〃に相当するerlazenの縮約形
erl伽が受動で表わされた上位文に従属する副文である。""sse〃は「人
3に事4を免除する」だが、erlanは「人4に事2を免除する」という構文
になり、ここは目的語に当たる従属文を2格の指示代名詞desで先き取
りしている。
〃"”ﾉ"se","6ha舵",α"eh"e〃の意味の動詞以外に、さらに、た"9we"j
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/"ge",zwe舵/〃を意味する動詞、時には、その意味の名詞に従属する副
文も同じ構文をとる。その用例をふたつ挙げてみよう。
24)nunesoldichnihtbtragen,
dunesagestmirwazdtisuochest.(Iw.520f)
さあ、お前が何を探しているのか
嫌がらずに私に話してくれ。
25)desenistzwfveldehein,
ク 〃 グ ク
IxxIxxIxxIxA|
alsschieresoerdesstritesgert,
ernwerdesviirmichgewert.(Iw.916-18)
彼が戦いを求めればすぐ・に
私より前にそれを許される
ということは疑いない。
24）では動詞betragenは非人称構文で、人の4格とふつうは事の2格と
ともに用いられるが、ここは2格に代わる副文を取って、それを先取り
する代名詞が現われていない。23）あるいは25）では副文を先取りする
2格の指示代名詞が示されているが、この例のようにそれは必ずしも必
要ではない。副文を先取りする指示代名詞あるいは人称代名詞の有無は
行のリズムとも関係があるようである。ちなみに25）の1行目の韻律を
示したが、指示代名詞desがなければ行のスムーズな流れが作れない。
25）は動詞ではなく否定的内容を表わす名詞zwivelに従属する副文の
例である。
上で見てきたように、冗語的な否定辞が現われるのは、原則として、
否定された文あるいは否定的な内容の文に従属する、接続詞で導かれな
い接続法の副文であるが、稀に、このような接続詞のない接続法の否定
文と等価の表現として、否定のない直説法のdaz文が現われることがあ
るとして、文法書に次の用例が挙げられている180
18Prell,5S147,3
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26)d6dOhtevonimvollengr6z
dazerdurchsinhoubetbl6z
vonungewarheitnihtvenneit
dazersch6neinreit/…(Er.2714-17)
彼のことが何より素晴らしく思われたのは
頭に兜もかぶらず、危険をものともせず
彼らに加勢すべく堂々と敵の中へ
馬に乗って切り込んで行ったことである。
ここは直訳すると、 「その時彼のことでこの上なくすばらしいと思われ
たのは、彼が頭に兜を付けていないからといって、敵の中へ堂々と馬に
乗って切り込むことを、危険だと思ってためらわないで行なったことで
ある」となり、 4行目のdaz文はその前のdaz文に従属し、動詞vermeit
の目的語である。このvennidenは〃"reJ"IQsse〃の意味で、従属文は本来
ならne+接続法で表わされるところであるが、ここは接続詞dazに導
かれ、動詞が直説法になっている。これはvermeitと押韻する必要から
直説法のこの形になっているのかどうか、他の用例を集めて検討すべき
ところであるが、今後の課題としておきたい。
2.2．否定の重複
上で見た用例の中にも否定辞と他の否定語による二重否定がいくつか
見られたが、ここでその現象についてより詳しく検証しよう。文法書に
は否定の使用形態19の項に否定辞と他の否定語の組み合せとして先ずne
とni(e)htを挙げ、次のように述べられている。
中性の不定代名詞nihtは古高ドイツ語後期の時代から否定の不
変化詞になった。元来は加舵肋e7晩舵の意味の様態を表わす副詞
的4格であり、これが､eによる単一の否定に強調として付け加え
られることがあった。 12世紀以来、eだけによる否定は動詞表現の
19Vgl.Prell,@S144
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特定のタイプに限定されるようになり、一方、音声の弱い、eは消
えていく。 もっとも、この展開はまつすぐに進む訳ではないが、個々
のテクストにおける用法についての正確な統計的資料はない。
そしてそのあと、eとniemanおよび､eとnieを挙げ次のように説明
されている。つまり、これらの場合は否定語と定動詞の前後の位置関係
がある傾向を示しており、 a)nieman,nieが定動詞より前にある時は、
特定の詩人、 とくに、ハルトマン、 『ニーベルンケンの歌』およびゴッ
トフリートで、eが欠けていて、b)定動詞が先行する場合は意味をはっ
きりさせるため、eによる否定が現われる傾向がハルトマンにはっきり
見られる。しかしいずれにしても明らかに、eが欠落する方向へと進ん
でいる、 ということである。
文法書にはさらに否定辞以外の否定の重複の項目を設けて、 6例挙げ
られている。そのうちの2例を次に示そう。
27)ichngeh6rtebiminentagen
selhesnienihtgesagen
ク ク グ ク
IxxI-Ix xl､ハノハl
wazaventiureware:(Iw.547-49)
私はこれまで冒険とはどんなものか
そんなことを人が話すのを
決して何も聞いたことがない。
28)dazumbeirreiseundumbeirvart
nieniemannihtesinnewart.(Trist.9499f)
_一， ，
xIxxIxxIxxIx八｜
それで彼らが出かけたことは
決して誰も何も気が付かなかった。
27）は否定辞を含めると三重否定であり、28）は否定語による三重否定
である。これはきわめて稀な例で、 『このような否定は明らかに特別な
強調であり、ゴットフリートの三重否定はありうる限りの可能性を使っ
14
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た言葉遊びの印象を与える』20が、それぞれ当該の行の下に韻律符号を
示したように、これらの場合も、押韻文学なるが故の表現ではないだろ
うか。
否定語と融合した否定辞､eが形式的にも残っている否定語nieneに
ついても触れておかねばならない。nieneはnieおよびnihtと、eの融合
形で、強い否定を表わし、nieとの融合形は副詞師c〃を意味し、nihtと
の融合形は不定代名詞〃た肺の意味である。次にいくつか用例を検討し
よう。
29)mdd6ichnienewolde
『 〃 「 ，
xIxxIx xl-|x'､|
nochbelfbensolde,(Iw.385f)
そして（その城に）それ以上留まるつもりもなく
また、留まる訳にもいかなかったので、
30)ersprach,,swermirnienemot,
dersolouchmichzevriundehan."(Iw.484f)
彼は言った、 『私に何も危害を加えないものは
私を友とすることもできるのだ｡』
31)sihetennochmanegenrecken,d sichgen nennienekan.
ク グ グ ク
x I xxIxxIx xIx'1
彼らはさらに、 一々その名を挙げられない (Nib・10,4)
ほど多くの勇士を召し抱えていた。
29）はnie+neからの形で否定の強調である。30)と31)はniht+neの
融合形で、 30）のnieneは4格の副詞的用法と見られるが、31)は前行
のmanegenreckenを先行詞とする関係代名詞の2格desが部分の2格と
してnieneにかかっている。デ・ボーアもこの個所にこのnieneは強調
されたnihtであると注を付け、そのことに触れている21。
20Prell,5S145.
21Vgl.deBoo喝Anm.zulO,4
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2．3． 反語的な否定
Nhd.we"jgR'se/re〃は否定的ニュアンスの強い語であるが、完全な否
定ではない。ところがMhd.ではこれらの語に相当するlUtzel,wenec,
kleineが"jC〃あるいは〃た紬の意味で、seltenが耐eや師e"α庵、liitzel
iemanが"た〃α”の意味で否定の代用として用いられる場合がある。た
だし、これらの語はもともと完全な否定を表わす訳ではないので、どち
らに解釈するかは文脈から判断しなければならず、研究者によっても取
り方が異なることもある。 18)にこれに相当するwenicが出てきたが、
さらにいくつかの例を見てみよう。
32)dievrouwenirdeheinerlUtzelvrmlichevant.(Nib.1250,4)
彼らの誰もこの尊い婦人が喜ばしい
気持ちであるのを見た者はなかった。
33)eichiuwerenbare,
ichbracheederwibesite:
swieseltenwipmannesbite,
ichb"teiuwere.(Iw.2328-31)
あなたを諦めるくらいなら、
むしろ女性の作法を破りもしましょう。
女性が殿方を求めるなどあるまじきことですが、
私は敢えてあなたの愛を求めます。
32）は、クリエムヒルトにフン族の王エッツェルから求婚の使者が来た
あとの場面である。彼女はグンテルたちからその結婚を受け入れるよう
求められ、翌日も教会のミサの場で改めて強く説得された。暗殺された
最愛の夫、ジーフリトヘの悲しい想いの中でのみ生きているクリエムヒ
ルトにとっては、異教徒エッツェルとの結婚など考えられもしなかった。
彼女は嬉しい気持ちになれるはずもなく、悲しみを一層かきたてられた
だけである。従ってこのlutzelは加舳に相当する完全な否定である。
33）は、イーヴァインに夫アスカローンを殺されたラウデイーネが、
侍女ルーネテの説得を受け容れて国を守るために、憎んでも憎みきれな
16
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い仇敵と対面した時の場面からの一節である。ルーネテの巧みな誘導に
イーヴァインとの結婚に気持ちが傾いていたラウデイーネは、命をも差
し出すという勇士の態度にさらに好意をもち、自ら求婚するまでになっ
た。この個所をヴェールリは恥"〃α"c〃肋"腕ﾉe伽eルα〃〃加娩"MtJ"〃
w"〃と訳してseltenを完全な否定と見ていないのに対し、文法書22では
obg/eic/ie加e丹α〃〃た冴加e加e"Mq""werbe"so〃と訳され、クラーマー
はwe"〃〃jee腕eルα〃〃"e加e"Mq""gewo76e〃h“で表わしているように、
seltenはnieの代用だと解している。辞書には、『中高ドイツ語によく見
られる反語的表現に従ってこの語(seltenのこと）はとりわけ、ことが
決して起こらないという場合に用いられる』23と述べてこの例も挙げて
いることからも、ここは莞今な否定の代用と見る方がよさそうである。
2．4． その他の否定語
中高ドイツ語には同じ語が、否定でも肯定でも用いられる場合がある。
それらは形式的には肯定か否定かの区別が付かず、上で見たseltenや
wenec,liitzelなどと同じように文脈から判断するしかない。そのような
語のひとつdeheinは古高ドイツ語では常に肯定で"笘巴"火加を意味したが、
中高ドイツ語では文中に他の否定語なしに舵加の意味でも名詞的、付
加語的に用いられるようになる。先に挙げた用例の中で17）と25）では
deheinが単独で付加語的に、23)では否定辞､eとともに付加語的に、
32）では否定の意味のlijtzelとともに名詞的に用いられている。
dewederは肯定では昨re加eo晩γ血γα"娩花vo"zweje〃を意味し、否
定では虎e加eJ"vo"bej"ｾ〃の意味になる。次にdewederが他に否定を伴う
例と単独で否定を表わす例を挙げてみよう。
34)Susreitsiverredurchdiulant,
dazsiderdewederzenvant,
denmannochdium&re
22Prell,9143.
23BMZ,112,248a,18ff
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waerzevindenware,(Iw.5761-64)
こうして彼女は国々を通って遠くまで馬を進めたが
その騎士も、どこでその騎士に会えるかという情報も
どちらも見出すことができなかった。
35)waneindincichiuwolsage,
dazirdewederwaseinzage,/…(Iw.1045f)
しかし一つだけあなた方にしかと申しておきましょう、
彼らのどちらも臆病者ではなかったということを。
34）では2行目のderは3行目のdenmanとdium"reの二つの名詞を
先取りする複数2格の指示代名詞であり、性の異なる複数の名詞を指す
ので中性扱いとなり、 dewederは中性4格の語尾を付けている。35)は
妖精の国とおぽしき不思議な泉のある国の王アスカローンとイーヴァイ
ンの一騎打ちの様子を述べるくだりの一節である。どちらも一騎当千の
勇士で、槍と剣による激しい戦いを交える二人は臆病者であるはずもな
く、ここではdewederは明らかに舵加eγの意味である。
本来は肯定の意味のiht,ieman,ieienderがdazで導かれる目的語文と
目的文中で、 さらに、wおnenに従属する、否定を含まない接続詞のな
い文中でも否定を表わすことがある。その場合、従属文中の法は主とし
て接続法である。 1例だけ挙げておこう。
36)swerminevarwewoldespehn,
diuw"neichieerbliche
vonslageodrvonstiche.
duziimestmitmiranen6t:
ichpinderdiriedienstp6t.(Parz.299,22-26)
誰に私の顔色を見られようとも
それが剣や槍の攻撃のため
青ざめたことなど一度もないぞ。
お前は謂れもなく私に腹を立てているが、
私はこれまでずっとお前のために尽くしてきたのだ。
18
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この例にはieが二度見られる。2行目は主文ichwaneが、前行のmTne
varweを受ける指示代名詞diuを主語とする従属文中に挿入されている
構文である。このieはw髭nenに従属する文中で他に否定がなく〃jeの
意味で、 erblicheはerblichenの接続法過去である。これに対し、5行目
のieは先行詞と関係代名詞を兼ねたderに導かれる関係文中で、肯定の
加加”を意味する。
nhd.we伽『…〃ocルは離接的接続詞と言われるもののひとつであり、
両方を否定する。このnochは古高ドイツ語の否定辞niとouhの融合形
でα"c〃〃jc"の意味である。中高ドイツではweder…nochと並んで
noch…nochあるいはnoch単独でも同様の意味で用いられ、34)の3行
目に見られるnochがその例である24･ただし、中高ドイツ語では両方否
定と並んで、稀にe"rWe晩γ…o伽'の否定に当たる場合もあるので、次
にそれを挙げてみよう。
37)ernerkantedannochdiznochdaz,
wederirminnenochirhaz.(Tifist.879f)
彼はその時はまだ、あれかこれか、つまり彼女が好意をもって
いるのか、それとも敵意をもっているのか分からなかった。
以上、中高ドイツ語の否定表現についてさまざまな可能性を紹介してき
たが、 『ザクセン宝鑑』にそれがどのように現われているのか、序文に
見られる全用例を分類して示すことにしよう。
3 『ザクセン宝鑑』の序文に見られる否定表現
前稿でも述べたように、 この作品の冒頭に280行の序文が添えられて
いる。これは、最初の96行が8行から成る節が12節、交差韻で表わされ
ており、それ以後は連続する2行が押韻する対韻の韻文である。ここに
前稿で見た除外文2例とkleineおよびseldenによる否定の2例を含めて、
24ちなみに、同じ語形の肯定のnochはnuouhの融合形であり、もともとの成り立
ちが違うので、意味も異なる。
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否定表現が37例見られる。その全用例を、適宜、中部ドイツ語で表わさ
れているとされるレクラム版の例と比較しながら検証しよう。先ず、一
語による否定の用例から始めよう。
3.1.一語による否定
3．1．1．否定辞のみによる否定
この作品では、中高ドイツ語作品におけるのと異なり、 また、中部ド
イツ語版とも異なり、否定辞はe､がl例もなくすべて、eである25が、
そのneのみによる否定は前稿で見たne+接続法による除外文2例の他
に次の2例がある。
38)Allenlutenichnekan
zudankesprechennochnesol;(65f)
すべての人の気に入るように私は話すこともできないし、
また、そうすべきでもない。
ここはnochがあるので二つ目の、eは不要に思われるが、リズムの関係
で加えられているのだろう。レクラム版でもe､が入っている。我々の
版では後に見るもう2個所にnochが4度用いられ、そこにも、eが現わ
れるが、 レクラム版ではそのうち1個所でe､が欠けている。
この作品に独特の否定辞として、中高ドイツ語作品にもレクラム版に
も見られない、否定辞が重なった否定の強調形neneが5度見られ、単
独では次のように3度現われる。
39)Enklenewerretmedaran,
desekgebeterennenekan:(103f)
私がそれを何とも改善できないのが
いささか私の心をかき乱す。
40)wogerneekGotbede,
25 レクラム版では逆に、eはl例もなく、否定辞はすべてenである。
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Datditbukkundeiewelkgutman,
unrechtenludenekitnenegan.(110-12)
この書物を善良な人が皆知ることを
どれほど神に願いたいことか。
しかし、不正な人々にはそうはしてほしくない。
41)Gotdemekargennenegan
Scattes,denhehevetbegraven:(164f)
神は吝沓なものには、埋蔵している
宝物を決して与えない。
39）の2行目指示代名詞2格のdesは、以下に述べる「間違った者がそ
れを教えれば、そのために悪しき事とともに大きな罪をも増すことにな
る」という内容を先取りする。この3つのneneはレクラム版では先の
2例ではnichtenと二重否定に、3つ目はnimmerとなっている。とこ
ろで、ここのEnkleneは否定ではなくse〃を意味する曲言法である26。
3.1.2.否定語による否定
3.1.2.1.nichtによる否定
押韻のためのnichtの別形nitのl例を含めて8度見られるこの否定
語は主文で3度、従属文で5度現われる。先ず、主文の例から見よう。
42)Wazachteichufunrechtennit,(19)
不当なねたみなど何を気にすることがあろうか。
43)deshenichtkangedenken;(38)
そのことに彼は想いを致すことができない。
44)Ditrechthebbeekselvenichtirdacht,(151)
この法は私が自分で考え出したのではない。
42）は前々行のstritと押韻する必要からこの形になっており、43)と
26武市修「『ザクセン宝鋤に見られる表現技法一中高ドイツ語叙事作品との比
較から－その1」、 『独逸文学』57，65頁参照。
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ともにレクラム版でも同じである。44）はレクラム版ではDizrechten
habeichselbirnichterdachtのように二重否定になっている。
5度の従属文は次のように関係文が3例、従属接続詞dat(=nhd.
cMs)およびalsに導かれる文がl例ずつである。
45)Swerminelerenichtvememet
wilheminbuchbesceltensan,(9f)
私の教えを理解しない者が
私の書物をすぐ㈱さま非難しようとするなら、
46)Deshedurchrechtnichthavensol;(23)
法によって彼が持つべきでないとされるもの
47)datmindummesinvennedenhat
Undedarditbuknichtavelere,(144f)
私の愚かな理解力がうっかり見逃して
この書物が何も教えていないような（ところに気がつけば）
48)Datminscatunderdererde
mitmenichtverwerde.(155f)
私の宝が地下で
私とともに滅ばないように
49)Alsitento'nerennichtmissesta(185)
それが彼らの名誉を損なわないように
45）は序文前半に見られる不定関係代名詞l格swer4例のうちのひと
つでswerで表わされる人を、定動詞wilが文頭に置かれた条件文中の
heで受けている。46)では中性の関係代名詞desがnichtにかかる部分
の2格で、 このnichtは〃jc肋の意味である。47)は前置詞aveとdar
aveでwo,肋erの意味で、関係代名詞の代わりをするdarと前文の関係
代名詞datが前行のitteswat(nhd.erw")を先行詞とする構文である。
48）は目的を表わす血沈〃の意味の接続詞dat文中、49)は前行のsoに
対応する従属接続詞alsの文中の否定の副詞の例である。
レクラム版では44）と同様47）もe、とnichtによる二重否定になって
いる。
22
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3.1.2.2.nemanによる否定
neman(=nhd."je"@cM"d)による否定は次のように主文で3度、関係
文で2度見られる。
50)Ichswigeoderhalderechtenstrit,
nemandazirwendenkan.(17f)
私は沈黙するかそれとも正当な戦いをするかである。
誰もそれを妨げることはできない。
51)anrechtehenemandespare,
Dewilehesprekenwille,(130f)
法に関しては、彼はそれを語ろうとする限り、
誰に対しても遠慮しないように。
52)datrechtnemantlerenkan,/Datdenludenallen/
kunnewolbevallen.(122-24)
すべての人に気に入るような法は
誰も教えることができない。
53)Derenemanguterphlegensol,(87)
立派な人なら誰もすべきでない（恥ずべき復讐）
54)sowetmekGotunsculdich,
Dendarnemankanbedregen,(226f)
しかし誰も欺くことのできない神は、
わたしにとががないことをご存じだ。
51)のnemandeはnemanの別形nemantの3格である。2行目のwille
は命令や要求を表わす上位文に従属する文中なので接続法になっている。
これは中高ドイツ語諸作品に見られるのと同じ現象である。52）の
kunneも主文の否定に従属する関係文中の接続法で、これも中高ドイツ
語と共通する用法である。ただし、このDat(=mhd.daz)は中高ドイ
ツ語のdazezの融合形と同じ用法とも解釈できる。そうすると、先に
例25）で見たのと同じく、本来は否定された上位文に従属するen+接
続法に代わるdaz文と考えられるが、25)と違ってここでは接続法にな
っている。53）のdereは前行のeinscentlichracheを先行詞とする関係
23
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代名詞である。54）のdarは指示代名詞を関係代名詞として転用する時
に関係文であることを示すために挿入された不変化詞である27．
その他の一語で否定を表わすものには、kleineやselden(nhd.se"e")
による曲言法があるが、これについては前稿で触れた28ので、ここでは
省略する。
3.2．二重否定
2．2．で中高ドイツ語に見られる否定の重複について述べたが、我々
の「法書」には否定語が複数用いられる用例はl例もなく、否定の重複
は否定辞と他の否定語による表現のみである。それについて詳しく見て
いこう。
3．2.1.neとnichtによる否定
この組み合わせは次のように主文4例と従属文3例の7例見られる。
先ず主文の4例から挙げると、
55)Ichnekandelutemachennicht
vernumftichalgemeine,(5f)
私には人々をすべて分別あらしめる
ことはできない。
56)Nunekanmanleidervalschenmut
nichtsen,dedatnesidarbi.(27f)
ところが、残念ながら行為がそこに伴わないと、
不実な心を見極めることができないものだ。
57)sonekanhescadenmirnichtvil.(44)
そうすれば、彼は私に大した害を与えることはできない。
58)Desnekaneknichtbewaren,(229)
私はそれを防ぐ、ことはできない。
27前稿の例文12)にもこのdarが見られた。武市修前掲書67頁参照。
28同上書64～66頁参照。
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これらの例ではレクラム版でも、、eがe、になっているだけで、すべて
二重否定である。58）のdesはnichtにかかる部分の2格でnichtは
"jc〃おの意味である。次に従属文の3例を示すと、
59)wenswersoswimmennichtnekan,
Wilhedemwazzerewizendaz,(12f)
なぜなら、泳ぎのできない者が
それを水のせいにしようとするなら、
60)Selerendazselesenbaz,
deizvernemennichtnekunnen.(15f)
私の書物を理解できない人は、
もっとよく読めるように学ぶがいい。
61)Datsenichtneruwediuvart,(187)
彼らがそのふるまいを後悔することがないように、
59）は例45）で見たのと同じ構文で、不定関係代名詞swerで表わされ
る人を、次行のheで受け、定動詞wilを文頭においた条件文となって
いる。60）は3人称複数のseが関係代名詞deの先行詞であり、動詞
lerenは要求を表わす接続法であるが、従属文のkunnenは接続法かどう
か形の上では分からない。61)のdatは血d.""rの意味の接続詞で、
動詞、weは接続法現在である。seは人称代名詞複数4格、diuva並が
dat文の主語である。ここはレクラム版では否定辞のない単一の否定に
なっている。
3.2.2.neとその他の否定語
先ずnemanおよびnieとの結びつきから見よう。これらはそれぞれ3
例ずつ見られる。
62)Sotuthedazenienegeschach;
nemandenlutenallen
Zudankelevetenochnesprach;(53-55)
そうすれば、彼はこれまで一度もなかったことをすることになる。
25
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人は誰も、すべての人の気に入るように
生きたことも語ったこともない。
63)nusetdatuchnemanneslevenochleide
Nochtornnochgifisoneblende,
datmanuchvandemerechtenwende．(148-50)
誰の愛も苦しみも怒りも贈り物も
あなた方の目をくらませ、法から背かせる
ことがないように気を付けるように。
64)enandermerketaverdarbi,/Datnemannesmm/
batdartonesmt､212-14)
しかしその場合もう一つのこと、誰も （私）以上に次のことを
心がけている者はないということに注意して下さい、
65)Minbuchnghorteniedeman,/demeizalbehagetewol;(67f)
私の書物がすっかり気に入ってそれを聞く人はいないでしょう。
66)Michzietmanichmandurchhaz
worte,derichnienegewuch;(81f)
私が言ったこともない言葉のことで
憎しみのために、私を非難する人も多い。
62）の3行目はnochがあるので、enは不要に思われるが、強弱のリズ
ムを取るために挿入されているのであろう。ちなみにレクラム版では否
定辞をとり、gesprachとして流れをよくしている。63)には離節的接続
詞nochが3度も現われている。ここも2行目の、eは不要に思われるが、
ここはレクラム版でもe、が残されている。 1行目のsetは動詞sehenの
縮約形で、 56）に見られたsenの2人称複数に対する命令形である。命
令文に従属する副文の動詞がblende,wendeのように接続法になってい
るのは中高ドイツ語と同じである。64）でも同じように命令文に従属す
るdat文の動詞Smtはstanden,stanのirに対する接続法過去である。
65）のdemeはdemanを先行詞とする関係代名詞であろうが、取り
方が難しい。ヒルシュ(HansChristophHirsch)はhorteを過去形だと
してここに碗e加加c〃ぬs肋γ花〃jee加加α"",娩加錨wo"gn"zbe力agreと
いう訳文を与えているが、これでは意味がよく分からない。これに対し
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ショット(ClausdieterSchott)はMｾ〃B"chw"zﾉ"je"z小α卿c〃庇"Be""だeγ
伽庇",庇加α"es加沈jcﾙer恥なebe/iqgr.と意訳しているが、horteも
behageteも接続法と解しているのであろう。前後の関連からこの解釈の
方が適当である。66）も関係文であり、先行詞worteは2格の副詞的用
法で、 「言葉のことで」という意味である。ここはレクラム版では否定
辞が省かれている。
最後に、強調の否定辞neneがさらに、eとともに用いられているきわ
めて稀な表現を見てみよう。
67)desnedohetohamneneklage(198)
そのことについて彼はすぐに苦情を言わないように
68)doheaververnam,
Sogrotdartodesherrengere,
donehaddehenenewere;(268-70)
しかし彼が主君のそのことに対する願いが
とても大きいのを聞き知ったとき、
彼は拒むことができなかった。
3．1．1．でneneが単独で用いられた例を3つ見たが、ここではそれが
さらにneによって強調されている。67)のdoは動詞don(=nhd.r""）
の接続法現在で要求を表わし、名詞klageを目的語に取っている。レク
ラム版ではこの個所をDesentuherzuhantkeineklageとe、と否定冠詞
keinによる二重否定になっている。68)もレクラム版は同様にdoen
hatteherkeinewereとし、肋""reersic力加c"we〃花〃の意味だと注釈を
付けている。
以上、この作品の序文に現われる否定表現のすべてを、一語による否
定と二重否定および主文と従属文という観点から検討してきた。前稿で
見た4例も含めて、今それを一覧表にして示すと、次のようになる29。
29なお、ここには離節的接続詞nochの4例は含めていない。それらについては本
文中で言及した。
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これらを合計して示すと、一語による否定は主文で13例、従属文で9例
の22例、二重否定は主文で8例と従属文で7例の15例となる。これらの
数値から見ると、一語による否定も二重否定も、独立、従属という文の
種類による有意な差はないということが言える。また、レクラム版との
相違をその都度必要に応じて指摘したが、それらをまとめると、 レクラ
ム版では上記の一語による否定22例中4例が二重否定に、逆に上記の二
重否定15例中2例が単独の否定になっており、これらについても主文と
従属文の違いも含めて、両版に有意な差があるとは言えない。
4．おわりに
前稿に引き続いて『ザクセン宝鑑』の表現技法を中高ドイツ語諸作品
に見られる現象と比較して明らかにすべ<、本稿では否定表現に焦点を
当てて検証した。比較する場合、中高ドイツ語における否定表現の全体
を明らかにすることが必要となる。そこで、先ず、それについて文法書
と辞書の記述を参考に、筆者が長年読み進めてきた中高ドイツ語諸作品
に現われた用例を加え詳しくまとめ、中高ドイツ語における否定の特徴
を明らかにした。
中高ドイツ語には、今日のドイツ語には見られない表現法が多く見ら
れるが、 とりわけ、否定に関しては二重否定が肯定にならず否定の強調
になるとか、 ihtやieやiemanなどが副文ではnihtやnieやniemanなど
の否定を表わすことがあるとか、今日では不要と思われる否定辞がふつ
28
一語による否定 二重否定
、e ： 主文 2
接続法の除外文2???????
??
????
。．???
????、? ???
?????????????????、???????????? 、
合計 22 15
Iザクセン宝鑑』に見られる表現技法
うに用いられたり、逆に、否定辞が必要なところで、それが省かれるこ
とがあるなど、極めて多様な可能性が見られる。とくに、否定辞十接続
法で表わされる従属形式は冗語的な否定を含め、上位文とのさまざまな
従属関係を表わし、その場合、否定辞のない表現も同じ統語関係を示す
など、否定表現にはきわめて複雑な側面がある。
それに対して、 『ザクセン宝鑑』ではseltenやklene(=kleine)など
による反語的否定や否定の強調としての二重否定など中高ドイツ語と共
通する現象も見られる一方で、ne+接続法は除外文に限られたり、複雑
な統語関係を示したりすることがなく、 dehein、ie、iemanなどが否定
を表わしたり、否定辞が冗語的に用いられる用例も見られないなど、文
法的により明確な語法が目につく。もちろん、これはあくまでも、序文
に限定しての現象なので、散文による具体的な記述を詳細に検証する必
要があるが、これは今後の課題としたい。
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Ausdrucksformen im Sachsenspiegel 
- im Vergleich mit den mittelhochdeutschen 
epischen Werken --
Teil 2: Negationsausdrücke 
Osamu TAKEICHI 
Nach dem ersten Teil dieser Arbeit werden hier im zweiten Teil die 
Negationsausdrücke in der Vorrede des Sachsenspiegels betrachtet. 
Zuerst werden die Verhältnisse der Negationen in der mittelhochdeut-
schen Dichtung im Ganzen vorgestellt, mit Hilfe der zwei Auflagen der 
mittelhochdeutschen Grammatik von Hermann Paul und des mittelhoch-
deutschen Wörterbuchs von G. F. Benecke, W. Müller und F. Zamcke 
zusammengefasst. Dabei werden manche Belege benutzt, die ich bei der 
Lektüre der mittelhochdeutschen Werke gefunden habe. 
Hinsichtlich der Negation erscheinen in der mittelhochdeutschen 
Dichtwerken verschiedene Ausdrucksweisen, die man heute nicht mehr 
findet. Zum Beispiel erscheint die Doppelnegation sehr häufig, ohne 
sich einander aufzuheben. iht, ie, ieman usw. können im untergeord-
neten Satz negative Bedeutung haben. Im konjunktivischen Nebensatz 
erscheint oft die Negationspartikel pleonastisch, während sie umgekehrt 
an der eigentlich nötigen Stelle weggelassen werden kann. 
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So kompliziert ist die Negation in der mittelhochdeutschen Reimdich-
tung, in der Vorrede des Sachsenspiegels hingegen ist sie viel verein-
facht, ausgenommen, dass selten und klene (=kleine) je einmal in der 
ironischen Negation verwendet werden und sonst exzipierende Neben-
sätze mit ne und dem konjunktivischen Verb zweimal belegt sind. Es 
scheint kein einziger Beleg, wo dehein, iht, ie, ieman usw. in der nega-
tiven Bedeutung gebraucht werden oder die Negationspartikel pleonas-
tisch verwendet wird. 
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